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一一35年勤続 9 名、 20年勤続23名 一一
平成6年度富山大学永年勤続者表彰式が去る5月 31日伏）
午後 3 時から 事務局大会議室に おい て行われました。
表彰式には、各部局長はじめ関係部課長等が列席し、 35
年勤続者及び20年勤続者一人一人に小黒学長から 表彰状 と
記念品が贈 られました。 引き続き 、 小黒学長から「永年勤
続を お祝い申し上 げる とともに、 その閣の御苦労 に対して
感謝いたします。今後 とも 本学の教育、 研究 及び管理運営
のため 、 さらには我が国の教育の発展のために 御尽力いた
だきたい」 との祝辞 があり、 これに対し て被表彰者を代表
して、 経済学部武 教授から謝辞 が述べられました。
閉式後、 事務局中 会議室に おいて、 永年勤続者を 囲み 祝
賀会が開 催され 、 時津工 学部長の乾杯から始まり 、 永年の
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遼 寧 大 学 副 学 長 来 学
一一 学長を表敬訪問一一
本学 と友好学術交流協定を締結し てい る中国遼寧大学
から顧歪相副学長が、両大学の友好を深め るため 、 去 る
5月 24日（火） から28日（金） まで本学を訪 問されまし
fこ。
2 5日（水） 、副学長は本学人文学部外国人教 師 呉麗艶




席し、両大学の 現状等に ついての情 報交換及び今後の交
流等に ついて懇談が行われました。
顧副学長は26日（木） 人文学部に おいて「今日中国の
改革 とその周辺」 と題し て学術講演され、その後専門分
野の東洋史関係教官等 との交流が行われました。
記念品を交換する本学学長 と顧副学長
L 国際協力事業団招へいの ｜ 
マレイシア青年指導者代表団一行が来学一」
国際協力事業団（協力団体：日本 青年 団協議会） が企
画された「21世紀のため の友情計画 」 に基づき 、 日本を
訪れてい るマレイシア青年指導者の代表一行（ 5月 2 5日
から 6月 2 日までの間富 山県に滞在） 2 5名が 5月 27日
（金） 本学を訪 問しました。
これ は、 先に来学したマレイシア学生代表 団、韓国学
生代表 団及びタイ青年指導者代表 団に続いての来訪です。






シア留学生（経済学部経営学科 4年 生チャン・ケン・ ハ
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ンさ ん他 7 名） と懇談しました。
引き続き 情 報処理センターや水素 同位体機能研究セン
タ をー見学したのち本学を後にしました。
企本学概要を聴くマレイシア青年指導者代表団一行
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...パソコン操作の説明を聴くマレイシア青年団（情報処理センター） ... 学長から 代表団一行に記念品を贈呈




去 る 5月25日（ 水） 人文学部語学文学棟104番講義室に





い う共通の祖語から 分れた3 つの別の言語であったとの仮
説を述べられ 、 そのうち 「三国史記」地理志の訓読表記に
現れ る高句麗語が日本語と極めてよく似た様相を呈し てい
るとい う自説を、最近現れた異説に も 反論を加えら れなが
ら 、 実証的に論じられました。学生及び教職員 約40名が参
加し 、 聴講者は氏の明快か っ精撤な論証に魅了されました。 企「韓国語と日本語」の学術講演会（人文学部語学文学棟）
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
リスク・マネジメント 国際会議に
6. 4.1 3  
海 外 研修 経済学部 教 授 武 井 勲 ア メリ カ 合衆国 出席、調査 6. 5. 4 
6. 4.20 
工 学 部 助 手 路 琴 ア メリ カ 合衆国 自然言語と視覚情 報に関 する研究
6. 8.14 
西欧・東欧 ・アメリカ・ア ジアの 6. 4.22 
経済学部 助 教授 津野 雅 彦 連 {!; 王 国 比軟経営研究のための打ち合わ せ
および資料収集 6. 5. 9 
6. 4.30 
教育学部 講 師 徳 橋 曜 韓 国 韓日西洋中世史研究集会で 報告
6. 5. 6 
。司l�司副司
氏 名 所属機関 ・職名 来 学 目 的 本学受入れ 先 期 間（ 国 籍）
顧 室 相 遼 寧 大 学 本 部 6. 5.24 
学長表 敬、講演、 学術交流
（ 中 国 ） 高リ 白孟寸H一． 長 人 文 �子－ι． 部 6. 5.27 
マレイシア青年 指導者 国際協力事業団主催 本 部
「21世紀のための友情計画」 情報処理 セン タ ー 6. 5.27 
一行 25名 の一 環として訪 問 水素同位体機能研究センター
カ ー リー ・ ポー ルセン フランス国立科学研究所 理 学 部 ． 教 授 6. 5. 1 
低温科学研究部門研究 員 共 同 研 '.:t強L" 
（ ア メ リ カ ） （ 助 教 授 ） 棲 井 醇 児 6. 5.1 6 
エ マ ニ ュ エ ル ・ ケ Jレ ン 大 学 研 究 交 換 ． 指 導 理 学 部 ． 教 授 6. 5. 5 
フ オ 一 ゲ Jレ
ド イ ツ ） 教 授 及 び 講 演 尾 島 十 良R 6. 5. 8 
ウォルター ・マーシャlレ 世界原子 力発電事 業者
ヘ ル ン 文 庫 視察 附 属 図 書 館 6. 5.26 
（ 連 合王国 ） 協会（ WANO ） ・特使
ジョ ン ・C ・ノイー ナム オハイオ州立 大 学
同 上 附 属 図 書 館 6. 5.27 
（ ア メリカ合衆国） 教 授
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別表 第 2 中
11 
経 済 学 科
昼間主コース 159 636 
夜間主コース 20 80 
経 営 学 科
昼間主コース 124 496 
経済学部
夜間主コース 20 80 
経 営 法 学 科
昼間主コース 102 408 
夜間主コース 20 80 




経 済 学 科
昼間主コース 155 620 
夜間主コース 20 80 
経 営 学 科
昼間主コース 120 480 
経済学部
夜間主コース 20 80 
経 営 法 学 科
昼間主コース 100 400 
夜間主コース 20 80 
計 435 1,740 リ
f3 計 1,532 1 6, 128 J
」
を
f-コ 計 1，叫 6,0部 L に改帆
附 則
1 この学則は、平成 6年 5月 20日から施行し、平成 6年
4月 1 日から適用する。
2 富山大学学則の全部を改正する学則（昭和59年 3月1 2
日制定 ）の一部を次のように改正する。
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附 則第 3項を次のように改める。
3 別表第 2に規定する入学定員には、 当分の問、 次に定
める定員を含む も のとする。
学 部 学 科 定 員
人 文 学 科 5人
人 文 学 部 言 語文 化 学 科 15 
計 20 
数 てA孟子ん 科 3 
物 理 サAふん 科 7 
イヒ 学 科 3 
理 チ，....」 部
生 物 学 科 5 
地 球 科 学 科 2 
計 20 
電子 情 報工学科 1 2  
機械システ ム工学科 1 1  
工 寺A同� 部 物 質 工 学 科 3 
化学 生物 工学科 1 1  
計 37 
f_』3 計 77 
報 第353号





科 等 平成6年度 平成7年度 平成8年度




80 120 160 
言語文化学科
190 285 380 
計 600 710 820 
小学校教員養成課程 400 400 400 
中学校教員養成課程 200 200 200 
教育学部
器鮮校教員養成課程 80 80 80 
幼稚薗教員養成課程 120 120 120 
情 報教育課程
160 160 160 




昼間主コース 632 628 624 




昼間主コース 492 488 484 
夜間主コース 80 80 80 
経 営 法 学 科
昼間主コース 406 404 402 
夜間主コース 80 80 80 
計 1,770 1,760 1,750 





188 188 188 
イヒ 寸，，.4ー 科 162 157 152 
理学 部 生 物
ふ守孟a込－ 
科
160 165 160 
地球科 学 科
128 128 128 
生物園環境科学科
60 90 120 
計 910 940 960 
電子情報工学科
528 528 528 
機械システム工学科 404 404 404 
工 学 部 物質 工 学 科
332 332 332 
化学生 物工学科
344 344 344 
計 1,608 1,608 1,608 
ぷ�、 計 5,848 5 978 6 098 
富山大学教育学部附属学校規則の一部改正
－ 富山大学教育学部附属学校規則の改正理由………………………………一一一一日い ー
1 平成 6年 4月 4 日付け文高大第11 3号 、文部省高等教育局長通知に基づき、 附属養護学校の学級定員が改
訂されたことに伴い 、 所要事項を改める。 : 
2 その他字句の整備を行う。








1 この規則は、 平成6年 5月20日か ら施行 し、 平成 6年
4月 1 日か ら適用する。
2 第8 条の表に定める養護学校の小学部の収容定員は、
同条の表の規定にか かわらず、 平成 6年度か ら平成 9年
度までは、 次のとおりとする。
第8 条の表を次のように改める。
区 分 学 級数
小学 校 普 通学 級 12 
中 学 校 普 通学 級 12 
寸，，，.一 部 3 
養護学校 中 品守二 部 3 
高 等 部 3 
3歳児
幼稚園 普通学級 4歳児 2 
5歳児 2 
異動 区分 発令年月日 氏 名
採 用 6. 5. 16  太田 茂徳
6. 6. 1 柳原佐智子
臨時的任用の更新 6. 5. 1 1  田中 則人
休職更 新 6. 5 .  22 前 田 あけみ
退 職 6. 6. 1 藤井 友美
辞 職 6. 5. 31 宮 田 良造
採 用 6. 4. 21 チャヒヨノウィポウォ
ノノ 山本 将 之
，， 渡遅 真 弘
ノノ 水巻 純一
，， 向 後 智子
／／ 増野 武裕
ノノ 沖 昌也
，，  コ日位二 謙一
，，’ 柴田 元衛
ノノ 野村和佳子
，， 山本 真 之












養護学校｜小学部｜ 20人 20人 19人 19人
3 第8 条の表に定める養護学校の中学部及び高等部の収
容定員は、 同条の表の規定にか かわらず、 平成 6年度及
び平成 7年度は、 次のとおりとする。
区 分 ｜平成6年度 ｜平成7年度
｜ 中学部 ｜ 20人 ｜ 臥養護学校 l 高等部｜ 28人｜ 26人
ミ』ミ）［！）�
異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 何,fr
助 手（人文学部）
，， （経済学部）
教 諭（教育学部 附属小学校） 臨時的任用を更 新する（～ 6. 6. 30) 
助教授（教育学部） 休職の期間を平成 6年10月14日まで更新する
事務補佐員（教育学部） 平成 6年 5月31日限り退 職した












技術補佐員（経理部主計 課） 教務補佐員（庶務部企画室）（～6. 6.30)
ノノ ，， ／／ ，， ） （  ，， 
-9一
平成6年 6月 発行 ふ且「F 報
��司Q!)�
学 位取 得者
学 位 の 種 類
工学部 助手 前 田
工学博士（ 京都大学）
取 得年 月 日 平成6年 5月2 3日
-早
第353号









講 師 水 谷 秀 樹
（保健体育）
理 学 部
助 教 授 竹 内 章
（地球進化学）
教 務 職員 田 中 る み
（地球科学科）
工 学 部
助 手 賂 琴
（基礎情報工学）






助 教 授 若 尾 政 希
（人間基礎論）
助 教 授 藤 田 秀 樹
（英米言語文化）
講 師 中 村 靖 子
（トロッバ言語文化）
外国人教師 フェダー ホルト ・キャレン
（英米言語文化）
教育学部
教 授 山 極 隆
（附属教育実践
研 究 指 導
セン タ ）ー
教 授 松 村 晴 路
（家政教育）
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助 教 授 榎 沢 良 彦
（幼児教育）
教 諭 鎌 谷 亜由美
教 5命 丸 田 万里子
文部事務官 有 沢 隆 一
（学 務 係）
附属幼稚園
事務補佐員 田 上 智 子 教 5命 横 山 文 樹
（学 務 係）
附属小学校
事文 吾面i目htj 草 野 岡リ 経 済 学部
教 授 星 野 富
（理論経済学）
教 吾｛目i] 原 野 克 憲
講 師 中 村 和 之
（応用経済学）
附属中学校
副 校 長 尾 島 隆 保
講 自市 字 野 斉
（経 営 学）
事I 5命 藤 井 克 弘
講 師 岸 本 書 生
（応 用 経営）
教 E命 尽 和 慶
講 師 岩 内 秀 徳
（経 営 学）
附属養護学校
事土 壬；；ifrj 安 田 里美子
講 師 伊 藤 司
（民 事 法）
教 Z命 酒 井 美音子
講 師 小 畑 史 子
（企業関係法）
－Eム1A 
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文部事務官
（庶 務 係） 松 田 晃
文 部技官 宮 嶋 俊 明
（機能性材料工学）
文部事務官
（教 務 係） 山 田 豊
文部事務官 荒 木 義 弘
（用 度 係）
理 学 部 事務補佐員 佐 倉 珠 美
助 教 授 清 棲 保 弘 （生産システム工学・
（環境化学計測） 材料設計工学）
事務補佐員 田 子 夏 恵
（生産システム工学・
助 手 石 原 卓 制御システム工学）
（情 報数理）
附属図書館
事務補佐員 青 山 拓 也




助 手 渡 遺 了
（地球圏物理学）
事務補佐員 松 田 充 子
助 手 蒲 池 浩 之 （閲 覧 係）
（生物圏 機能）
事務補佐員 大 岩 満美子
工 学 部 （閲 覧 係）
助 教 授 磯 部 正 治
（細胞工 学）
文部事務官 片 桐 茂
（総 務 係）
助 手 岡 根 正 樹
（強度設計工学） 文部事務官 光 地 浩 和
（受 入 係）
助 手 笹 木 主7主� 文部事務官 種 目 ヨシエ
（制御システム工学） （閲 覧 係）
助 手 須 加
（細胞工 学）
実 文部事務官 吉 田 恵 吉
（学術情 報係）
円41A 
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他大学の自己点検評価報告書の供覧について
本年 4月31 日 現在、新た に本学 に送付 された 他 大学の自己点検 評価 報告書は、下記 の とおりで す。 （掲載済み の も の
は除く。）
ご利用の際は、各配置先にご連絡下さい。
大 学 名 報 止仁と� 書 名 発 行年月
学内配置先
図書館 企画室
浜松医 科 大 学 19 年 の 歩 み と今 後 の 課 題 平成5年1 0月 1 
高 知 医 科 大 学 高知医科大学 自 己 点検 ・評 価 報告書 平成6年1 月 1 
神 戸 商 科 大 学 神戸商 科大学 自 己 点検 ・評 価 報告書 199 3年11月 1 
京 都 教 育 大 学 京 都 教 育 大 学 の 現 状と 課 題 平成6年1 月 1 
和 歌 山 大 学 和歌山 大 学 の 現 状と 課 題 平成5年12月
神戸 大 学 工 学 部 神戸大学工学部における鯖と蹴一工学の原点を見つめて一 199 3年11月
上越 教 育 大 学 上越 教 育 大 学 年 次 報 告 書 平成5年12月 1 
鹿児島 大学 教 養 部 教 養 部 の 現 状 と 課 題 平成6年3月 1 
弘 前大 学 教 養 部 教 養 部 の 現 状 と 課 題 199 4年3月 1 
琉 球 大 学 琉 球 大 学 発 展 """ の 道 平成6年2 月 1 
北 海 道 大 学 北大のルネサンスを目指して 一北海道大学の現状と課題一 平成6年3月
武 蔵 野 女子 大学 ・
現 状 と 課 題 平成6年3月
武蔵野女子短期大学部
鳥 取 大 学 鳥 取 大 学 の 現 状 と 課 題 平成5年12月
茨 城 大 づA込二4 茨城大学学生の生活と意義に関する実態調査結果の概要 平成6年3月
大 阪 女 子 大 学 大阪女子大学 ～ 現状と 改革199 4年～ 平成6年2 月 1 
岡崎国立共同 研究機構
分子 研レポート ’93 現状・評価 ・課題 平成6年3月 1 
分 子 科 学 研 究 所
宇 都 宮大学 教 養 部 宇都 宮大学教養部自己点検 ・評価 報告書 平成6年3月
島 根 大 学 島根大学の現状と縄（Ill）聞かれた大学教育の実現をめざして 平成6年3月
埼 玉 大 学 大 学 教 育 の 充実 を 目指し て 平成6年3月
静岡 大 学 教 養 部 自 己 評 価 報 � 二 199 4年3月
神戸 商船 大 学 神戸 商船 大 学 現 状と 課 題 平成6年3月
名古屋 市 立 大 学 名古匡市立大学自己点検・評価報告書（総論・資料編） 平成6年3月
愛 媛 大 チ;»4 こ れ でいい の か愛媛 大 学 そ の2 199 4年3月
静 岡県 立 大 学 静 岡県立 大 学 の 現 状と 課 題 平成6年 4月 1 
日 本獣医畜 産 大学 日 本獣医畜産大学 現状と 課題 19 88-1992 1993年12月 1 
岐 阜 大 学 明 日 を め ざ す 岐 阜 大 学 平成6年3月
東 京 水 産 大 学 東京 水産 大 学 一現状と課 題一 平成 6年3月
長 崎 大 学 工 学 部 長崎大学工学部・工学研究科研究教育報告第2号 平成6年 5月
東 北 大 �与． 東北 大 学 自 己評 価 報 告 書 平成6年3月
円d．，ょ















































平成6年 6月 発行 品l.l,手 報 第353号
司���
本 部｜ 21 日 大学院教育学研究科修士 課程及び同 工学研究科
博士後期 課程入学式（黒 田講堂）
4月 1 日 事務系辞 令交付 授業 料免除等減免 選考委員会
4 日 新任 課長辞 令交付 21 ～22日 第80回東海・北陸地区国立学校等会 計系部 課長
事務局長就任挨拶 会議（宇奈月 国 際会館）
第 1回部 課長会議 22日 自己点検 評価委員会委員長 と各主査 ・副主査の
5 日 第I回国際交流委員会学術交流部会 打合せ会
6 日 所掌事項説明 第1 回国 際交流委員会
7 日 所掌事項説明 25日 名誉教授称号記授与式
8 日 第 1回学生生活協議会 黒 田講堂運営委員会
教務事務担当者打合せ会 26日 学内概算要求ヒアリ ング
11 日 入学式 、 オリエ ンテーショ ン（富山市公会堂） 平成6年度名古屋工事事務所管内国立学校施設
第 1回教養教育委員会企画専門委員会 担当部 課長会議
11 ～12日 学生団体オリエ ンテーショ ン （名古屋工事事務所）
12日 第 2回部 課長会議 学務関係係長会議
1 2～13日 平成6年度国立学校等施設実態調査説明会 27日 平成6年度中部地区人事担当 課長会議（金沢）
（東京医科歯科大学） 構内交通対策委員会小委員会
13日 外国人留学生（学部新入生） 構内一斉清掃
オリエ ンテーショ ン 28日 第1 回教養教育委員会実 施専門委員会
各学部オリエ ンテ『ショ ン 第1 回放射性同位 元素総合実験室自己点検 評価
14日 第 1回放射性同位 元素総合実験室運営委員会 委員会
厚生補導関係事業 計画書ヒアリ ング（文部省） 大学就職担当者 との懇談会（名古屋）
14～15 日 文部省ヒアリ ング（一般設備費等）
15日 第 1回部局長懇談会 人 文 学
第1 回大学院委員会
第1 回 評議会 4月 1 日 係長会議
第 1回生涯学習教育研究センター準備委員会 11 日 大学院人文科学研究科新入学生オリエンテーション
営繕関係ヒアリ ング（文部省） 1 2日 学部入学者 選抜方法検討委員会
18日 日本育英会奨学事務説明会（名古屋） 学部教務委員会
1 9日 国立大学協会第l常置委員会（国立大学協会） 教授会
留学生指導相談室運営委員会 教授会（人事）
国 際交流委員会留学生部会 大学院人文科学研究科委員会
1 9～20日 新設の大学院教育学研究科修士過程及び同 工学 13日 学部新入生オリエ ンテーショ ン
研究科博士後期 課程入学手続き 新入生健康診断
20日 第 1回事務協議会 学部自己点検 評価委員会
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25日 係長会議 経 ；斉 学 部
学部教育実習委員会
27日 五福地区構内清掃 4月 4 日 係長会議




教 育 学 学部留学生委員会
11日 夜間主コース新入生オリエンテーション
4月 4 日 教育学研究科委員会 （於 富山市民プラ ザ）
附属小学校第 l学期始業式 12日 学部学生生活委員会（持ち回り）
4 ～6日 教育学研究科入学願書受付 13日 学部入学方法検討委員会





附属中学校第 1 学期始業式 夜間主コース各学科オリエンテーション
7 日 附属中 学校入学式 前学期授業開始
附属養護学校及び 附属幼稚園第 1 学期始業式 1 8日 大学院研究科委員会小委員会
8 日 附属養護学校入学式 19日 学部自己点検 評価委員会
11日 係長連絡会 博士 課程設置検討委員会




14日 学部授業開始 22日 学部学生生活委員会
15日 教育学研究科委員会 25日 係長会議
教育学研究科（修士 課程） 合格者発表
20日 学部教務委員会 理 学 部
人事教授会
教授会 4月 4 日 学部教務委員会
健康診断（新入生） 理学部案内編纂委員会
21日 教育学研究科新入生オリエンテーション 5 日 大学院設置構想推進委員会
22日 教育学研究科（修士 課程） 授業開始 学科長会議
25日 係長連絡会 6日 教授会
学部将来計画委員会 大学院理学研究科委員会
26日 紀要編集委員会 人事教授会
27日 健康診断（大学院生及び2年次 以上） 大学院理学研究科委員会専任教授会




















































2 5日 駐日アイ ルランド大使「へ ルン文庫」視察
27日 係長連絡会
ウt’’A 




富山 市五福3 1 9 0 
あけぼの企画株式会社
富山市住吉町1丁目5-18
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